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燕市の国際交流事業では、姉妹都市提携を結ぶアメ

リカ合衆国ミシンガン州ダンディ村とウィスコンシン

州シェボイガン市と生徒の親善交流を行っています。

また、次代を担う人材を育成する目的で中学生海外派遣事業を行っております。

平成24年度はダンディ村から生徒４人、引率教師１人の使節団を受け入れ、オース

トラリア・ブリスベンへは中学生16人を派遣しました。

ダンディ村使節団のみなさんは市内の家庭にホームステイをしながら、日本の生活を

体験し、学校訪問をしたり、日本の文化に触れたりしました。姉妹都市交流は、ホスト

ファミリーのみなさまの協力があって、継続していけるものです。今回、慣れない日本

の生活で戸惑うダンディ村の使節団を温かく迎えてくださったホストファミリーのみな

さまには心から感謝いたします。

ブリスベンへの派遣生は、言葉や文化の違い、慣れない生活様式に戸惑いながらも、

それぞれが掲げた大きな目標に向かって努力してきたことが体験報告からうかがい知る

ことができます。難しい状況を自分の力で乗り越えたという自信を、未来への歩みの大

きな力にしていただきたいと思います。

世界がますますグローバル化していく中で、それぞれの国の人々が、互いの国や文化

を理解し合うことが必要になっています。国際交流事業を通じて市民のみなさんの国際

理解が深まり、国際感覚が磨かれ、燕市のまちづくりの重要な要素になっていくことを

切に希望するとともに、これからも未来を担う子ども達の育成に力を注いでまいります

ので、ご協力をお願いいたします。
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日にち 内　　　　　　　　容

8月1日（水） ◦　6　：45　燕市役所吉田庁舎出発、新潟空港へ
◦　9　：30　新潟空港出発（KE764）、仁川空港（韓国）へ
◦11：00　ソウル着→市内見学（景福宮、青瓦台、仁寺洞）
◦19：35　仁川空港出発（KE123）、ブリスベンへ

（機中泊）

8月2日（木） ◦6：45　ブリスベン着→市内見学（マウントクーサ展望台、ローン
パインコアラサンクチュアリ）

◦クリーブランドディストリクト州立高校到着、オリエンテーション
終了後、ホストファミリーと対面→ホストファミリー宅へ

（ホームステイ）

8月3日（金） 学校プログラム（地理・英語レッスン・日本語）
（ホームステイ）

8月4日（土） ホストファミリーと過ごす　　　　　　　　　　　　　（ホームステイ）

8月5日（日） ホストファミリーと過ごす　　　　　　　　　　　　　（ホームステイ）

8月6日（月） 学校プログラム（工作・音楽・英語レッスン・日本語）
（ホームステイ）

8月7日（火） 学校プログラム（体育・ダンス・日本語）
（ホームステイ）

8月8日（水） 学校プログラム（工作・英語レッスン・演劇）
（ホームステイ）

8月9日（木） 学校プログラム（英語レッスン・日本語）
（ホームステイ）

8月10日（金） 学校プログラム（野生生物の講義）
◦さよならパーティー終了後、出発
◦在ブリスベン日本国総領事館訪問　　　　

（ブリスベン・ホテル泊）

8月11日（土） ◦　8　：20　ブリスベン出発（KE124）、仁川空港（韓国）へ
◦17：30　ソウル着→ホテルへ　　　　　　　　　（ソウル・ホテル泊）

8月12日（日） ◦午前　　韓国人大学生ガイドと班別学習（ソウル市内見学）
◦18：00　仁川空港出発（KE764）、新潟空港へ
◦19：50　新潟空港到着→燕市役所吉田庁舎へ
◦21：15　庁舎到着後、解散
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私は出発前さまざまな不安がありました。英語が伝

わるか、生活に慣れることができるかなど心配なこと

ばかりでした。

オーストラリアに着くと、何もかもが大きくて美しいことにとても驚きました。動物園では、現

地ならではのかわいい動物がのびのびと過ごしていました。オーストラリア観光で私の緊張も少

しずつ無くなっていきました。

そしていよいよホストファミリーとの対面の時がきました。私はとてもワクワクしていました。そし

て、笑顔が素敵なホストファーザーが迎えに来てくれました。私はガイドさん達に言われたように、

笑顔であいさつと自己紹介をしました。私は、このとき、すごくドキドキしていました。ファミリー

の家に着いて、ホストマザーとホストシスター２人に会いました。家族４人、笑顔がとても素敵

な人達でした。ファミリーの家はすごく大きくてきれいでした。そんな美しい環境と明るいファミリー

に囲まれて、緊張も無くなっていきました。

そして、ファミリーとの生活や会話をしているときに見つけたことがあります。それは「笑顔で

ありがとうと言うこと」です。オーストラリアの人はみんな明るくて親切で良い人ばかりでした。そ

して、いつも小さなことでも「ありがとう」と言っていました。私は、それがすごく素敵なことだ

なと思い、すぐに実践しました。すると、スクールバディやファミリーとも、もっと仲良くなることが

できました。そして、生活がさらに楽しくなりました。

そして、最後の日。私は、ファミリーからプレゼントをもらい、現地の寿司屋さんに連れて行っ

てもらいました。私はすごく名残惜しくなって、なかなか眠れませんでした。ファミリーと別れると

き、ファミリーが「君が一番のファミリーだよ」と言ってくれました。私は嬉しく、そして、さみし

くて泣いてしまいました。ファミリーも泣いてくれました。本当に良い人達にめぐり会うことができ

て私は幸せだな、と思いました。

このホームステイで、私は数えきれないくらいのこと

を学びました。そして、いろいろな事や、気持ちを体

験できました。自分の向上にもなり、本当に忘れられ

ない大切な思い出となりました。ホームステイをこんな

に楽しくしてくださった皆様、本当に感謝しています。

ありがとうございました。

石 口 　 唯
分水中学校　2年

目標の達成と自己評価など感謝の思い出
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私は今回オーストラリアで最高の思い出を作る

事ができました。本当に良い経験になりました。

私のホストファミリーはとてもフレンドリーでした。特にマザーのトニーは私たちを

見つけてすぐに、「名前は何？英語には慣れた？」と話しかけてきたのでとても驚きま

した。あまりにもペラペラしゃべるのでちゃんとついていけるのか不安になりました。

家では他の子も同じようにしゃべるので質問に答えるのが精一杯でした。でも、 “Thank 

you”だけはきっちり言うことにしました。するとトニーが“That’s OK!”と返してくれま

した。私は自分の気持ちが相手に伝わった事にとても感動しました。本当に些細な事で

したが、ようやく自分の言いたいことが伝わったことにほっとしました。その後ホスト

ファミリーとはなんとか身振り手振り付きで話せるようになりました。

私が一番心に残っている事はホストファミリーにシティやゴールドコーストに連れて

行ってもらい、一緒にショッピングを楽しんだ事です。誰へのお土産か、どれがおすす

めかなどを話しながら、女性がショッピングを好きなのは、世界共通だと思いました。

また、ゴールドコーストの海はとても美しく、みんなで写真をたくさん撮りました。記

念に砂浜に名前と日付を書いたりもしました。ホストファミリーは私たちを楽しませる

ためにたくさんの事をしてくれました。それが一番嬉しかったです。そして、“Thank 

you”というとまた“That’s OK!”と返ってきました。

もう一つ心に残っている事は、シスターのうちの一人が「日本に遊びに行くね！」と

言ってくれた事です。日本のいいところをたくさん伝えられてよかったと感じます。

「あなたが来るのを楽しみにしているね。ありがとう。」と言うとやはり答えは“That’s 

OK!”でした。

オーストラリアへ行って新しい友達もでき、た

くさんの事を知る事ができ本当によかったです。

また、オーストラリアに行ってみんなの“That’s 

OK!”が聞きたいです。

みんなありがとう！！

内 山 　 香
燕中等教育学校　３年

目標の達成と自己評価などＴｈａｔ’ｓ　ＯＫ！
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今年の夏は私にとって忘れられない夏休みにな

りました。初めは９日間というオーストラリアで

の滞在は長いなと思いましたが、行ってみると、あっという間に時が流れていってオー

ストラリアですごした９日間は短かったです。

私はオーストラリアでは初日から緊張していましたが、ホストファミリーやスクール

バディはいい人ばかりで安心してオーストラリアで過ごせました。

ホストファミリーは５人家族でホストファザー、ホストマザー、女性の姉妹が３人で

の５人家族でした。女性の姉妹のElishaとLauraとKarleeは私よりも年上でお姉ちゃん

がいるみたいですごく楽しかったです。

オーストラリアに来て２日しかたっていないころ、ホストマザーと犬の散歩に干潟に行った時

に得体の知れない生物をさわってしまい、「What is it?」と聞いたら「それはクラゲ、毒がある

よ」と言われて急いで手を洗って少しおどろいたけれど、いろんな意味で記憶に残った日でし

た。次の日にはブリスベン市街地に行きました。すごく大きな街でイギリスの雰囲気の建物に目

をひかれました。その建物はカジノでした。その次の日はゴールドコーストへ行きました。すごく

きれいな海でキレイな貝殻もみつけられていい休日でした。

次の日の学校ではスクールバディのGabbyが英語が苦手な私のためにわかりやすく話してくれ

たのがすごくうれしかったです！Gabbyには兄弟がいて「Do you have sister?」ときいたら答え

てくれて、Gabbyは双子だったのでおどろきました。学校から帰ったらよく犬のカーディーと遊びま

した。カーディーはボールを投げるとちゃんととりに行ってくれて体力のあるわんちゃんでした！

帰るまであと３日という時にビーチに行きました。カニの絵が描いてあるガラスがう

めてあってかわいかったです！

さよならパーティーでは前日にも泣いてしまっ

たのですが、当日にも泣いてしまい、話すたびに

泣いてしまいました。Gabbyが日本語で書いてく

れた手紙が本当にうれしかったです。

この文章を書くたびにホームステイに行ったこ

とを昨日のことのように思い出します。

オーストラリア　サイコー！

梅 田 愛 永
燕北中学校　2年

目標の達成と自己評価などＩ  Ｌｏｖｅ  Ａｕｓｔｒａｌｉａ！
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私は、今回初めてオーストラリアに行きました。

ホームステイをすることも初めてで、ホストファ

ミリーと話せるか、学校のバディと仲良くなれるかという不安がありました。特に、学

校に着いた時はすごくドキドキしていました。

その日の夕方、ホストファミリーと対面しました。私がお世話になったホストファミ

リーはちょっと変わっていました。それは、留学生が住んでいるということです。中国

からの留学生クララは２年、ブラジルからの留学生マリナは１年、この家で留学してい

るそうです。最初は全く気がつかなくて、後で言われて驚きました。ホストファミリー

の子どもはもう大きいため、留学生を受け入れていると言っていました。

次の日から学校へ行きました。学校がすごく広くてビックリしました。教室もたくさ

んあり、科目もいろいろ分かれていて、実際に体験してみて楽しかったです。日本から

留学している人もいて驚きました。学校ではたくさんの人と出会い、仲良くなりました。

バディの人やバディの友達、授業でペアになった人達、先生方はとても優しく明るい人

ばかりでした。そのせいか、最初にあった不安や緊張は無くなり、少しずつ自分から話

しかけられるようになりました。

休日には、ホストファミリーが教会に連れて行ってくれました。ホストマザーのお孫さんが産ま

れたので、洗礼を受ける儀式をしました。讃美歌を歌ったりしましたが、私にはさっぱり分かり

ませんでした。しかし、初めてだったので、貴重な経験ができたと思っています。また、海へ

も連れて行ってくれました。ちょうど引き潮で海の真ん中を歩くことができました。両サイドが海

で風が気持ちよく、夕日がすごくきれいだったことが印象に残っています。

そして、とうとう別れの日。オーストラリアでの日々は、あっという間に過ぎてしま

いました。帰る直前、クララとマリナが「日本に

帰ったらメールして！」とメールアドレスを渡し

てくれました。すごく嬉しかったです。ホストマ

ザーとは、「また来る！！」と約束してきました。

今度行く時に、もっと英語が話せるよう、たくさ

ん勉強したいと思います。

本当にありがとうございました。

大 竹 真 湖
吉田中学校　3年

目標の達成と自己評価などオーストラリアでの日々

☜

☞
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この夏の思い出はブリスベンでの生活です。私

は飛行機に乗っているときにとても不安でいっぱ

いでした。そしてついに現地の学校に着いて、ホストファミリーと会いました。とても

やさしく迎えてくれました。私はそのときやっと緊張がほぐれました。しかし車に乗る

と３歳のJessicaが急に泣き出してしまいました。あの時はびっくりしました。

家に着いてからはまず大きなトランポリンがあったことに驚きました。そのトランポ

リンで遊んでとても楽しかったです。それから夕食を食べて一日が終わりました。

次の日は学校でした。私はその学校のバディの子ととても仲良くなれました。最初は

あまり話ができなかったけど、あとからジェスチャーをまじえながら少しずつ話ができ

ました。今でもメールをしています。

ブリスベンで一番思い出に残っているのが、ホストファミリーとビーチへ遊びに行っ

たことです。ビーチはすごくきれいで、ビーチを見ながらランチをしました。とてもお

いしかったです。それと貝殻を記念に持ち帰りました！

また、次の日から学校がありました。それで現地の学校の授業を受けました。日本語

の授業のときにとてもフレンドリーに話しかけてくれた子たちがいました。その授業は

すごく楽しかったです。

ブリスベンでは楽しいことや大変なことが色々ありました。楽しかったことはホスト

ファミリーとの生活とバディの子とのティータイムでした。大変なことは、英語での会

話でした。でも会話がどうにかして伝わったときはとてもうれしかったです。

そしてついにお別れのときがきてしまいました。私はとても悲しくて号泣してしまい

ました。そうして出し物が終わりバディの子たちからプレゼントをもらいました。その

プレゼントは私の宝物です！

最後にホストファザー、おいしい食事を作って

くれてありがとう。ホストマザー、やさしくして

くれてありがとう。バディの２人、仲良くしてく

れてありがとう。

皆さんに感謝しています！

大 原 え み
吉田中学校　3年

目標の達成と自己評価など最高の夏
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私は以前から海外留学というものに興味があ

り、高校に入学するまでには一度留学してみたい

と思っていました。そんな時にこの海外派遣事業派遣生募集を見て、「韓国にも行ける

し行ってみようかな」と思い、参加することに決めました。

ブリスベンの学校に着いた時は、日本の学校には無い新鮮さを感じました。例えば、ダンス

の授業があったり、ドラマの授業があったりと楽しみながら学べる授業がたくさんありました。生

徒一人ひとりが自分の夢に向かって努力し、その夢を学校側がサポートするという素晴らしいシ

ステムがあることに感動しました。日本にもそういったシステムがあればいいのにと思いました。

学校生活で印象に残っていることは、日本語の授業です。日本語の授業はほぼ毎日あっ

たので、改めて日本語を勉強する良い機会でした。授業では学校の生徒さん達と折り紙

をしたり、日本語で会話をしたり、Jacobが取り組んでいる課題を日本語に訳したりと、

日本語の授業はとても楽しかったです。学校生活の中では、バディの子達とネットボー

ルをしたり、ランチを一緒に食べたりと全てが楽しい思い出です。

ホストファミリーの方に初めてお会いした時はとてもやさしそうな印象でした。その日の夜、

夕食を食べ終えてから日本から持ってきたお土産を渡しました。とても喜んでくれました。ホー

ムステイ先の家には、11歳と８歳の兄妹がいてバイオリンやギターを披露してくれました（笑）。

兄も妹も夕食を終えるとパソコンでゲームをするので、私達との遊びがほとんどありませんでし

た。ホストファザーやホストマザーに日本語を教えてあげました。数字や色、食べ物の名前を

教えました。なのでホストファザーはいつも「ありがとうりんご！」や「ありがとういちご！」など

を連発していました。ホームステイ先の家にトランポリンがあったので毎日のように使っていまし

た。久しぶりに跳んだので楽しかったです。

ホストファミリーとの生活も楽しかったし、学

校生活も楽しかったし、双子の兄からのプレゼン

トも嬉しかったし、Lucasの額のキレイさにも感

心しました。

今回の派遣事業に関わった全ての方々に感謝し

ます。本当にありがとうございました。

I'll be back to Australia．

笠 原 夕 宇 璃
燕中学校　2年

目標の達成と自己評価など初めての海外派遣事業
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私はこの夏、初めて日本から出ました。ブリス

ベンでは、いろいろな場所に行き、いろいろな経

験をし、そしていろいろな人に出会いました。添乗員の長谷川さんが、「ここでの出会

いは一期一会、出会いを大切にしましょう。」というような話をしてくれました。なので、

私は出会いを大切にしてブリスベンでの日々を過ごそうと思いました。

最初はブリスベンの学校に行き、ホストファミリーに初めて会いました。その夜、イ

タリアからの留学生のシィリアンが写真を見ながらホストファミリーの紹介をしてくれ

ました。母のミシェル、父のケン、長女のジェシカと次女のアミリアン。そしてケンの

前妻の子ども、サラとジャロッド。家庭は少々複雑でしたが、とても楽しい日々をおく

れました。週末にはキャリンデールというショッピングモールに行き、買い物をしまし

た。その次の日は海に連れてってもらいました。めちゃくちゃきれいな海でした。

ブリスベンの学校はとっても広くて、英語の授業や日本語の授業、ダンスや音楽の授

業を受けて、とても楽しかったです。いろんな人と友達になり、ダンスの授業ではボー

イフレンドもできました。男の子たちの多くは、同じようなかわった髪型をしていまし

た。聞いてみたら、ジャスティン・ビーバーの髪型が流行っているそうです。ランチタ

イムはバディの日向子さん達と話せてすごく楽しかったです（日向子さんは日本からの

留学生です）。

学校でのさよならパーティーの時、バディの人たちや、ホストファミリー、一緒に授

業を受けた人たち、さらにボーイフレンドのディラン君が会いに来てくれました。最後

は笑顔でお別れできてよかったです。最後にバスに乗る前に友達のゼインがメアドをく

れましたので、今でもメールをしています。

今回の海外派遣で、多くの人に出会い、多くの

事を学びました。楽しく海外生活を過ごすことが

できたのは、いろんな人のおかげだと思います。

今回の経験を無駄にしないよう日々を楽しんでい

こうと思います。「Thanks of all ！」

川 上 奈 桜
吉田中学校　３年

目標の達成と自己評価などＩＣＨＩＧＯ★ＩＣＨＩＥ

☞
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私はこの海外派遣に参加するにあたって、自分の英

会話が伝わるか不安はありましたが楽しみでもありました。

私のホストマザーは、一人暮らしのVivienneでした。とても明るくよく笑う人で、英語の受け

答えがしっかりできると、「Very good girl」ととても誉めてくれる人でした。Vivienneは日本車

のホンダの車に乗っていて、日本車のことを「Very good car!」と言っていました。なぜなら日

本の車は高性能で低価格だからだそうです。とても気に入っているようでした。

学校帰りの車の中で信号待ちをしている時のことです。Vivienneが指をさして「That 

is Japanese car」と言い、また違う車を指さして「That is Japanese car」と言って何台

もの日本車を教えてくれました。私はそこで初めて日本車がオーストラリアでたくさん

使用されていることがわかり、嬉しく思いました。

現地での学校はオーストラリアに来て一番楽しかった事です。スクールバディのＭａｔｉｎｋａは

明るくよく話すので、すぐに仲良くなりました。Ｍａｔｉｎｋａの友達とも、自分から話しかけることに

よって仲良くなれました。私が折り紙で折った鶴をＭａｔｉｎｋａにあげると、とても喜び、友達に

自慢し、大切に持っていてくれたのでとても嬉しかったです。

外国人はフレンドリーで明るくみんなが日本語で「こんにちは」と言ってきてくれた

ので少し感動しました。

現地の日本語の授業では日本の文化のことも勉強していました。歌舞伎、相撲、こと

わざ、折り紙などを勉強しているそうです。「ことわざを英語で生徒に説明してあげて

ください」と日本語の先生に言われましたが、英語でことわざを教えるのは意外と難し

く、絵をかいたり単語を言うと伝わりました。日本語の語学の勉強だけではなく、文化

も学んでいるところが日本とは大きな違いだと思いました。

この海外派遣を終えて思っていたよりも英会話

ができ、自分の自信にもなりました。また今回お

世話になった人たちに感謝しています。この貴重

な経験を今後に生かせていけるようにしていきた

いです。また行ける時があったら行きたいです。

I would like to thank everyone.   Thank you 

very much.

後 藤 菜 々 星
燕中学校　2年

目標の達成と自己評価などＭｅｍｏｒｉｅｓ  ｏｆ  Ａｕｓｔｒａｌｉａ

☜
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今回のオーストラリアでの経験は私にとって忘れるこ

とのできない思い出になりました。出発の日、英語が

伝わるのかという不安も大きかったですが、とにかく楽しみだったのを覚えています。

ブリスベンに到着した日、オーストラリアの動物がたくさんいる動物園に行きました。

そこで私は夢だったコアラを抱っこすることができ、本当に感動しました。他にもカン

ガルーに餌をあげたりすることができ、とても楽しかったです。

その後、学校に行きホストファミリーと対面しました。私のホストファミリーはホストマザーのビ

ビアンさんと２匹のDogです。家に向かう車の中ではビビアンさんがゆっくりと、簡単な言葉で

話かけてくれました。私が答えると「You’re clever!」と言ってくれてとても嬉しかったです。相

手の言っていることを理解するのは難しかったこともありましたが、ジェスチャーや表情で気持

ちを伝えることができたと思います。私は日本の文化を伝えることを目標の一つとしていました。

持って行った写真を活用したり、食事の時間にホストマザーから日本について聞かれたことに

答えることで伝えられたと思います。特に思い出に残っていることは、７日の夜「Do you know 

Hiroshima?」から始まった会話です。ビビアンさんは戦争や原爆についての話をしながら涙を

流していて、とても驚きました。

学校は日本に比べ自由な雰囲気で、学びたいことを学ぶことができるようにいろんな

設備が整っていてすごいと思いました。スクールバディのニコルは優しくて、いつも笑

顔の女の子でした。好きなアイドルの写真を見せあいっこしたのが思い出にのこってい

ます。何回か参加させてもらった日本語の授業では、日本について勉強しているオース

トラリアの学生と交流することができてよかったです。

オーストラリアは空がとてもきれいな青色で、自然が豊かな国という印象です。日本

車が多く、最初は驚きました。

12日間という短い間でしたが、ホームステイをするこ

とができて本当によかったです。素晴らしい出会いが

たくさんありました。この経験をただの思い出とするの

ではなく、これからたくさんの場面で活かしていきたい

です。そして、英語だけでなくいろんな知識をつけ、も

う一度オーストラリアに行きたいと思います。

佐 藤 日 菜 子
燕中学校　2年

目標の達成と自己評価などホームステイを経験して
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英語が苦手の僕は、不安ばかりのまま出発しました。

ブリスベンに着き、ファミリーと出会って温かく笑顔で

迎えてくださりホッとしたと同時に緊張してしまい、Yesとしか答えられず一日目はスタートしまし

た。コミュニケーションを図るために、まずお母さんとは夕食作りの手伝いがチャンスだと思い、

自分から積極的に「何か手伝う事はありますか」とたずね、一緒にピザを作り、そこで「玉ね

ぎ苦手でしょ」の問いに、「苦手ですが大丈夫、食べてみます」との会話から、野菜ののせ

方を聞きながら楽しく作る事でとても距離が縮まりました。お父さんとは、初めて家に行った時、

玄関にスズキのバイクが置いてある事を思い出し、僕もモトクロスバイクでレースに出ていること

もあり、バイクの事でコミュニケーションをとるようにしました。思った以上にバイクの事に詳しく

メーカーの名前などで大変話は盛り上がり、お父さんとも信頼関係ができました。３歳と５歳の

息子さんには、一緒に見ていたビデオをもとに会話をしました。そして常に周りを見て小さい事

でも会話につながっていくように努めました。

休日にはブリスベンリバーでクルージングを体験させてもらいました。舟の上から見

るビルはとても高く、日本と違った造りの橋のすばらしさに感動しました。

学校ではバディがいつもすぐに来てくれて分からない事などとても親切に教えてく

れ、仲良くなった友達に「Hey Yuki ！ Come on」と呼ばれ、一緒に走ったり、大笑い

した事が一番印象に残っています。

さよならパーティーの日もワニなど多くの動物に触れる事ができたり、ヘビを首にま

かせてもらったりすばらしい体験もさせてもらいました。

最終日、普段では入る事のできない在ブリスベン日本国総領事館訪問は、僕にとって

は衝撃的で、「将来こんな所で働きたい」と思ったほどでした。

言葉や文化の違う外国では自分の意思を的確に

伝えるという事が大切で、しっかりと意思を伝え

ないと誤解を招いたり、コミュニケーションがと

れないという事を学びました。

最後にホームステイに行く機会を与えてくだ

さった皆様に心より感謝しています。ありがとう

ございました。

白 椿 悠 稀
燕北中学校　3年

目標の達成と自己評価など海外派遣で学んだこと
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今回の派遣事業で英語以外にも多くのことを学

びました。

１つ目は、積極的に自分の気持ちを伝えるということです。現地の学校で授業をして

いるとき、現地の生徒さんとペアを組み、私が緊張してなにも話さなかったときがあり

ました。授業が終わった後、もう少し英語を話せばよかったと後悔したことがありまし

た。その時、相手が話すのを待つのではなく、自分から話せばいいのだと思いました。

その日から、ホストファミリーとたくさん話すようになりました。

２つ目は、国際性です。私はオーストラリアへ行くまで、海外に行ったことがありませんでした。

なので、海外とはこんなところなんだと最初はすごくおどろきました。それから、現地の学校に

通ったり、ホームステイをしたりしていると、日本と全然違う！というところが多かったです。特に

学校では、中学・高校から多くの選択科目があること、授業で一人一台ノートパソコンを使う

ことなどです。また、日本語、中国語など外国語の授業がたくさんあり、その語学専用の教室

があったりと、世界に目を向けていろいろな授業をしていました。私ももっと世界に目を向けて

いかなければならないなあと思いました。

学んだことよりも思い出のほうがかぞえきれないほどあります。

ホームステイ先では、ホストシスターのエリーとトランポリンをしたり、ボードのサッカーゲームなど

をしました。ホストブラザーのハンドソンはバスケをやっていて、休日に試合がありました。ホストファ

ミリーと見に行き、活躍する姿を見ました。ホストファザーとマザーには、夕食後に日本語を教えま

した。「数字の１、２」や「りんご」などを教えました。すごく楽しくて、夕食後はいつも楽しみでした。

学校では、スクールバディのケイトレンとケイトレンの友達と一緒にモーニングティーやランチを

食べました。みんなテンションが高くて、一緒にいてすごく楽しかったです。授業で一緒になっ

た生徒全員が優しくて、聞き返しても、めんどうくさがっ

たりせずに、ゆっくり質問してくれました。オーストラリ

アで過ごした時間がすべて思い出です。

不安でいっぱいだった初日から、気付いたら最終

日で、風のように日々が過ぎていきました。このような

経験ができてすごくよかったです。企画していただいた

市の方々、両親、オーストラリアの方々に感謝しています。

玉 川 開 華
新潟清心女子中学校　2年

目標の達成と自己評価など私の第二の故郷・Ａｕｓｔｒａｌｉａ！

☜



2726

今回の海外派遣事業は、私にとって初めての海

外旅行でした。見るもの全てが新鮮で、驚きの連

続でした。

楽しかったこと、辛かったこと、嬉しかったことなどいっぱい思い出ができました。

その中で一番嬉しかったことは、オーストラリアに新しい家族ができたことです。私の

ママのTracey、パパのSylivio、弟のAlessandro、妹のBianca、みんなそれぞれすてきな

人でした。ママのピザは最高でした。是非これはみんなに食べさせたい！！と思ったの

で必死に見て覚えて、日本で作りました。パパは、色々なところに連れて行ってくれま

した。Gold Coast、公園など、またお仕事の手伝いもさせてくれました。Alessandroとは、

戦いごっこをして遊んでいました。楽しんでるAlessandroを見てると私もうれしかった

です。Biancaとは、お人形遊びをしたり、トランポリンをしたり、“Piggy back!”と言わ

れたりしてとても仲良くなれました。そこで私は、気付いたことがありました。それは、

感謝の言葉です。日本語で“ありがとう”、英語で“Thank you”国は違っても言われて心

が温かくなるのは同じだったことです。そして韓国では、たくさんのコスメを買うこと

ができました。さすが、美容大国！！本当に嬉しかったです。昼食には夏にピッタリの

冷麺を食べました。美味しかったです。

最後にこの期間は私にとって、とても特別な時間になりました。コミュニケーション

をとる時には言葉で伝えるというより表情や言い方で伝えました。簡単なことではな

かったのですが、伝わった時の嬉しさはとても大きかったです。次にまた海外へ行くと

きにこの経験を活かしたいと思います。

佐野さんはいつも楽しませてくださいました。また、酒井さんが野生のコアラを見つ

けてくれたときはとても感動しました。長谷川さ

んはお母さんみたいでとても優しかったです。あ

りがとうございました。

最高の思い出を作らせてくださった皆様に感謝

します。Thank you Australia♥

外 山 歩 実
燕中等教育学校　３年

目標の達成と自己評価などＴｈａｎｋ ｙｏｕ Ａｕｓｔｒａｌｉａ♥
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“Smile,Smile”私はどんな時でも笑顔でいること

を大切にして、今回のホームステイに参加しまし

た。ずっと笑顔でいればすぐに仲良くなれるし、自分も相手も楽しい気持ちになれると

思ったからです。そのおかげか、今回の旅はとても楽しくて素敵な旅になりました。

私のホストファミリーは、ママのMelonie、パパのBrendon、おばあちゃんのJudy、

元気な姉妹のLucyとLeahの５人家族でとても明るい家族でした。初めて家に着いた時

は広い家で驚いていたことと緊張で、上手く話すことができませんでした。でも、ママ

はたくさん話しかけてくれ、LucyとLeahは初対面の私達をどんどん遊びに誘ってくれ

たりしたので、緊張が解け、すぐに楽しくなっていきました。

次の日には学校へ行きました。私のバディはJacquelineという女の子でJackyと呼んでいま

した。Jackyは友達が多くて、明るく、優しい人でした。私が会話に困っているときでもずっ

と笑顔で対応してくれて、とても助かりました。その時改めて笑顔でいることが大切だと感

じました。授業は日本語の授業や演劇など、楽しそうな授業がたくさんありました。特に楽

しかったのはダンスの授業です。私はそんなにダンスが得意ではありませんが、オーストラ

リアの生徒達と繰り返し踊っているうちに、これまでにないくらい楽しく踊ることができま

した。でもその翌日は筋肉痛になって辛かったです。土日はママとLucyとLeahとビーチへ

行ったり、家でボンファイアをしたりしました。その日からトランポリンで遊んだり、学校

ごっこをしてLucyとLeahとの距離がぐっと近くなりました。でも、ずっとこの家に居たい！

という思いも強まり、夜に泣きそうになったこともありました。そんな日を繰り返し、いよ

いよ最終日。20分以上かかる学校までの時間もその日はすごく短く感じました。ファミリー

との別れの時、私はママやパパやおばあちゃんが優しくしてくれたこと、LucyとLeahと毎

日遊んだことを思い出し、涙が止まりませんでした。

それほど今回の旅は思い出に残りました。

私はこれから英語力を身につけ、自分の言いた

いことが言えるようになったら、もう一度オース

トラリアへ行って、またホームステイがしたいで

す。本当に本当に最高でした！

Thank you♡Australia ！！

平 沢 葵 衣
分水中学校　3年

目標の達成と自己評価などＳｗｅｅｔ  Ｓｍｉｌｅ  Ｄａｙｓ
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世界の人口は１分に１３７人、１日に２０万人、

１年で７千万人増えているそうです。そんな目ま

ぐるしく変わる人口の中、私はオーストラリアという場所で、奇跡的な出会いがありま

した。

目が覚めるとブリスベンに着いていました。その後、観光し、現地でお世話になる高

校へ。到着後はホストファミリーと対面する事になり、私は終始緊張して落ち着きがあ

りませんでした。そんな中で私のホストファミリーのママと７歳のビアンカが迎えに来

てくれました。第一印象はとにかく明るいという印象でした。会って間もなく、一緒に

車に乗って２分ほどで家に着きました。家にはプールがあったり、ペット（猫２匹、犬

２匹）もいたり、ガレージがあったりと、日本のイメージで来たら実際驚きます。家の

中を案内してもらってからは、９歳のアレックスやパパと会い、皆でご飯を食べて、そ

の日は終わりました。

平日は毎日、高校に通っていました。英語の授業や日本語の授業も受けました。現地

の高校では日本語を習っている人が数多くいました。自分の母国語をこんなに一生懸命

勉強してくれる人たちがいるのだ、と嬉しい気持ちになりました。皆気さくに話しかけ

てくれて、一緒に折り紙を折ったり、日本語と英語を一緒に教えあったりができました。

逆に日本語を教えてもらう場面もあり、こちらが勉強になったくらいでした。

このホームステイで私は自分が成長した気がします。なぜなら、今まで私は日本で普

通にご飯が食べられて、好きな時間にお風呂に入ることができて、何でも自分の好きな

ようにできることが当たり前だと思っていました。しかし、オーストラリアで実感した

ことは、とても水が貴重とされていることです。シャワー時間は５分で、とても自分の

いつも通りにはいきません。限られた時間をどう

使うか考えて、毎回シャワーを浴びに行きました。

だからこそ、日本人でいることの有難さを実感で

きました。

楽しかったことばかりだと言えば嘘になりま

す。しかし、行って良かったと必ず思います。こ

の機会を与えてくれた全ての人に感謝を込めて。

前 山 未 来
分水中学校　3年

目標の達成と自己評価などＢｅａｕｔｉｆｕｌ  Ｗｏｒｌｄ
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私は今回の海外派遣で初めて「海外」を体験しま

した。飛行機の中で、自分の英語は相手に伝わるか、

また、相手が話していることをきちんと聞きとれるかなど、とてもたくさんの不安がありました。

オーストラリアに到着し、ホストファミリーのママ、５歳のルーシー、２歳のリアが

迎えに来てくれました。最初はとても緊張したけど、ファミリーが笑顔で話しかけてく

れたので少しずつ緊張もとれてきました。

ママのメロは、私が英語を聞きとれるように、ゆっくり話してくれたりジェスチャーを使ってくれ

たりしました。そのおかげで私は英語を聞きとることができました。すっごく嬉しかったです。

ルーシーとリアとは、一緒に庭で遊びました。トランポリンをしたり、鬼ごっこをしたり、おうちごっ

こをしたり（笑）私は中学３年生ということを忘れ、幼い頃に戻ったかのように無邪気に遊び

ました！ルーシーとリアはvery cute♡でエンジェルちゃんのようでした。

休日にはゴールドコーストに行ったり、ショッピングをしたりしました。ゴールドコー

ストではビーチで騒いで騒いで騒ぎまくり、マックでランチをしました。オーストラリ

アのハンバーガーは大きいのかな？と思って待っていたら日本と全く変わりませんでし

た。また、夜になると家の近くに野生のカンガルーが来てワイルドだな～と思いました。

オーストラリアの星空は日本とどう違うのかなーと思い夜空を見上げてみると、あまり

の星の多さに驚きました。「すごい！きれい！」としか言葉が出てきませんでした。

学校では、たくさんの人がフレンドリーに私に話しかけてくれました。スクールバディ

のジェン、エレンは早口で聞きとるのが難しかったけど、頑張って自分の伝えたい事を

伝えました。英語が通じた時は、飛び跳ねたくなるほど嬉しかったです★学校のみんな

は明るくて賑やかで雰囲気が好きです。日本の学校もオーストラリアの様だったらいい

なと思いました。

次にオーストラリアに行くときは、もっともっと英語を

勉強してペラペラに話せるようになってから行こうと思

いました。ファミリーや友達に会いに行って今度はたく

さんたくさん会話したいです。

I’ll never forget this experience throughout life.  

Thank you, Australia.  I love Australia♡

栁 下 瑞 帆
分水中学校　3年

目標の達成と自己評価などＴｈｅ  ｓｅｃｏｎｄ  ｆａｍｉｌｙ♡
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私はこの夏、オーストラリアのブリスベンへ

ホームステイに行ってきました。海外は今回が初

めてでとても緊張したし、それと同時に英語が伝わるのかがとても不安でした。しかし、

そんな不安はオーストラリアで生活をしていくごとに無くなっていきました。

ホストファミリーはお父さんとお母さん、日本で言うと高校生のお姉さんと中学生の

妹さん、それとペットが犬が２匹とネコが２匹いました。

登下校が一緒の妹のNiamhとはとても仲良くなりました。彼女は音楽とお菓子が好き

だと教えてくれました。私もどちらとも大好きなのでとても嬉しかったです。

学校では授業を受けてきました。とても広い学校で迷いそうでした。授業はいろいろ

受けてきました。音楽の授業や体育の授業、ダンスの授業などたくさん受けてきました。

その中でも一番楽しかったのは、日本語の授業とダンスの授業です。日本語の授業は、

私達がオーストラリアの生徒達に日本語を教えたり、折り紙の折り方を教えたりしまし

た。日本語教室の先生は写真を撮るのが好きらしく、とてもたくさんの写真を撮っても

らいました。ダンスの授業では最初から最後まで生徒だけでなく、先生のテンションも

高くて激しかったです（笑）。ダンスの曲はとてもテンポが速くておどるのが大変だっ

たけど、体を大きく使って動いてとても楽しかったです！「ダンスの激しさとテンショ

ンの上がり様は日本とまったく変わらないんだなぁ…」と、しみじみ思いました（笑）。

学校での思い出も良かったけれど、一番の思い出はホストファミリーとの休日です。一番の思い

出は船に乗ってブリスベンの街へ行ったことです。船ではとても風が気持ちよく、涼しかったです。

街では大道芸を見たり、出店みたいな店がたくさんある道を見て回ったりしてとても楽しかったです。

最終日にはホストファミリーからプレゼントをもらいました。とても嬉しくて泣きそうでした。私

もお礼にポストカードを作ってこっそり置いてきました。

私はこれからもっと英語を勉強してもう一度会

いに行きたいです。いえ、絶対行きます！そして

日本のことや自分のことをもっと教えたいです！

この夏の出来事は私の一生の宝物です！！

行かせてくれた両親だけでなく皆さんに感謝し

ています。ありがとうございました！

若 杉 真 由
吉田中学校　3年

目標の達成と自己評価などＭｙ  ｓｕｍｍｅｒ  ｖａｃａｔｉｏｎ  ｍｅｍｏｒｙ

☞

☞
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ブリスベン派遣生アンケート　集計結果

Ｑ１　海外派遣全体を通じての印象はどうでしたか？
①よかった（15）　②まあまあよかった（1）　③あまりよくなかった（０）　④悪かった（０）
●その理由は？
　(具体的に)

◦自分にとって初めての体験が多くて、すごく成長できる12日間だと思っ
た。

◦２か国の文化を知れてよかった。
◦とても充実していて、絆も深まることができたから。
◦向こうの文化がたくさん学べたから。生の英語に触れることができたか

ら。
◦ホストファミリーやバディ、街の人など、たくさんの人が優しく接して

くれたから。
◦成長できたから。
◦ファミリーやバディがとても親切だったから。文化を学べたから。
◦たのしかったから。
◦オーストラリアのホテルがきれいで居心地が良かった。
◦オーストラリアの学校には日本には無いプログラムがあったのでとても

楽しかった。韓国に行けた。動物園に行けた。
◦学校が楽しかった。
◦オーストラリアに行って、いろんな人にめぐりあえてよかった！
◦メンバーがよかった。ホストファミリーがやさしかった。
◦たくさん素晴らしい出会いがあった（派遣生、ホストファミリー、バ

ディ）。大きなトラブルが無かった。
◦日本とは違う生活を体験できておもしろかったです。
◦メンバーが楽しかった。
◦日本以外の国のことが知れてよかったです。

Ｑ２　日程についてはどうでしたか？
①きつかった（0）　②ややきつかった（5）　③やや楽だった（10）　④楽だった（1）
●体調や精神面で特

につらいと感じた
と き は あ り ま す
か？

◦飛行機の中　　
◦機内食
◦はじめは、言葉を探すときの“間”がきまずくなってしまうこと。
◦朝と夜が寒すぎた。オーストラリアの言葉は聞きとりにくかった。
◦サラダが出ないのは苦しかった。
◦英語レッスンで英語が意味不明

Ｑ３　期間はどうでしたか？
①長かった（0）　②やや長かった（0）　③ちょうどいい（4）　④やや短かった（6）　⑤短かった（6）

Ｑ４　海外派遣の中で、よかった場所や事柄は何ですか？　特によかった場所◎一つ、そ
の他よかった場所○に記入してください。また、逆によくなかった場所や事柄はあ
りましたか？　あれば×に記入してください。○と×はいくつでも。

場所や事柄 ◎ ○ ×
1 ホストファミリー・ホームステイ 5 1
2 学校のスクールバディ、先生、生徒たち 1 2 1
3 学校の授業、雰囲気、設備 2 12 2
4 ゴールドコースト 5 1
5 海・ビーチ 5
6 ローンパインコアラサンクチュアリ 1 2
7 ブリスベンのホテル 2
8 ブリスベン市内 1
9 キャリンデール（ショッピングセンター） 2 3
10 動物園 4
11 野生のコアラを見た公園 1
12 ジャンピングトランポリン 1
13 海外派遣生 2
14 みんなで買い物をしたこと 2
15 ソウル観光や買い物 3
16 韓国のホテル 7
17 飛行機の中、機内食、機内泊 6
18 期間が短い 2
19 へびを首に巻いたこと 1
20 ＣＩＴＹ　ＣＡＴに乗ったこと 1
21 ケーキで誕生日を祝ってもらったこと 1
22 初めての経験が多かったこと 1
23 シャワー時間（5 分）がきつかった 1
24 サラダが出てこない 1
25 割り込みがすごい 1
26 インターネットがつながらなかった 1
27 ショッピングスケジュールがきつい 1

Ｑ５　ホームステイの期間はどうでしたか？
①長かった（0）　②やや長かった（0）　③ちょうどいい（3）　④やや短かった（7）　⑤短かった（6）

Ｑ６　ホームステイでよかったこと、逆によくなかったり、とまどったりしたことはあり
ましたか？　あれば具体的に書いてください。

【よかったことは？】
◦ホストファミリーが優しくしてくれたこと。
◦子供がかわいい
◦すごく良くしていただいて、最高のホストファミリーでした！全てよかった！
◦ホストマザーがいろいろと話しかけてくれたこと。
◦向こうの文化をたくさん学べたこと。
◦料理がおいしい。みんなが明るくて優しい。行きたい所ややりたいことを聞いて連れて行ってくれた。
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◦いろんなご飯が食べられた。
◦ホストファミリーはみんな優しくて良かった。
◦外国の日常的な生活を感じることができたこと。休日にビーチやショッピングなどに連れて行って

くれたこと。庭が広く、遊具があり、トランポリンやブランコで疲れるまで遊んだこと。
◦ホストファザーとマザーがたくさん質問してくれた。
◦ホストファミリーの人達が困っているときに助けてくれた。
◦陽気な家庭だった。
◦本当の家族みたいになれてうれしかった。
◦ホストファミリーがとても良い人たちで良かったです。

【よくなかったり、とまどったことは？】
◦洗たくが2日に1回と少なかったこと。シャワーは5分間の短い時間で浴びること。
◦はじめは、言葉が出ないと申し訳ない気持ちになる。
◦洗ったお皿の洗剤を流さないこと。
◦嫌な時は露骨に嫌な顔をされるから少し傷つく。
◦朝早すぎる事
◦夜、子どもが早く寝るので、夜は、ヒソヒソ話しじゃないと…？と思った。
◦初めあまり会話ができなかったこと。
◦英語が通じない時があった。
◦日本と違うマナー、エチケットがあること。
◦ホストファミリーのお父さんとお母さんが子どもにかまい過ぎて、あまりかまってもらえなかった。
◦料理であまり野菜、フルーツなどがなかったこと。料理が足りなかったこと。

Ｑ７　海外派遣 (事前準備を含む )の中で、とまどったことや不安に思ったこと、疑問に
感じたことなどはありましたか？　あれば具体的に書いてください。

◦家のそうじについて
◦子どもがいきなり部屋へ入ってきたこと。
◦みんなと仲良く安全に行くことができるか。現地での生活が想像できなくて不安だった。
◦オーストラリアと韓国のホテルの格が違いすぎて怖かったです。
◦会話をつづけること。レジでの会計
◦スーツケースの重さ
◦家族や友達やボーイフレンドに会えなくてさみしかった。会いたくなった。
◦メールもできなくて悲しかった。
◦飛行機が墜落しないか。
◦自分の英語が通じなかったとき。

Ｑ８　海外派遣について意見や感想、要望などがあれば自由に書いてください。
◦朝と昼の温度差が激しかったです。
◦韓国のホテルについて
◦事前準備で、もっとみんなと仲良くなれるように、レク的なものがあるとよい。

◦全体的に楽しかった。
◦このメンバーだからこその思い出がたくさんできた。
◦お土産を買う時間をたくさんもらえたので、うれしかったです。
◦もっとオーストラリアにいたかった。
◦ホテルに泊まるのはオーストラリアだけでいいと思う。
◦本当に楽しかった。学校体験は英語レッスン以外の時間がもっとほしいと思った。
◦日本とオーストラリアの良いところや便利なところがいろいろと知れてとてもうれしかったです。
◦期間を長くしてほしい。

Ｑ９　学校体験、英語レッスンやスクールバディと交流した印象はどうでしたか？
①よかった（13）　②まあまあよかった（2）　③あまりよくなかった（０）　　④悪かった（1）
●その理由は？
　( 具体的に )

◦ドラマとダンスの授業がよかった。ドラマは楽しかったけど、ダンスは
激しすぎてついていけなかった。

◦ドラマやダンスの授業が楽しかった。バディの人がやさしかった。
◦日本とちがう新鮮さがすごく良かったです。ここに通いたいと毎日思い

ました。
◦ドラマの授業やダンス、スポーツ、音楽の授業で普段できないことをた

くさんできたから。英語のレッスンがつまらなかったです。
◦バディが本当に優しい人だった。英語の授業が役に立った。
◦身近な英語に触れる事ができたから。
◦ダンス楽しすぎ。己を捨てて踊った！！日本の学校ではできない事がた

くさんできたのでよかった！！
◦バディがとても親切だった。
◦水晶をもらった。モーニングティーを体験できた。バディにプレゼント

をもらった。ジェイコブとルーカスに会うことができた。
◦先生もバディもいい人ばかりだった。
◦現地学校の人たちがみんなおもしろかった。日本と授業のやり方が違く

ておもしろかった。
◦バディが話しかけてくれて嬉しかった。日本の学校にはあまりない授業

や設備があって楽しかった。
◦学校の生徒といろいろなことを話して楽しかったです。
◦授業は楽しかったけどバディがお姉さますぎで 1 回しか会わなかった。
◦学校の授業がとても楽しかったです。バディと話して楽しかったです。

＊ホストファミリーへのお土産は何を用意していきましたか？参考に教えてください。
キティちゃんグッズ／扇子／ゆかた／おりがみ／おにぎりのトランプ／リボン／鉛筆／スプーンセッ
ト／燕市のパンフレット／ちりめん／浮世絵／風鈴／うちわ／手ぬぐい／リラックマグッズ／スクラ
ップブック／足ツボを刺激するもの／茶碗と箸／お寿司のシール／食べもの消しゴム／和柄のコース
ター／ママ手作りの漢字のポストカード／スカイツリーのイラストのティッシュ／和柄の髪かざり／
黒い綿棒／だるま落し／こま／袋／和柄のテーブルクロス／ハンカチ／スリッパ／すしのマグネット
／５円玉／万華鏡（キット）／鎚起銅器／和菓子ストラップ／千代紙／桜形のコースター／ネコとフ
クロウのキーホルダー／ふろしき／ひな人形のミニばん／紙風船



4140

ダンディ村使節団員感想・ホストファミリー活動報告

ケイラ・ギブソンさん（Kayla Gibson・ダンディ高校９学年）　………………………　42
小林麻砂子さん（二階堂）　…………………………………………………………　43

オリビア・ハミッテさん（Olivia Hammitte・ダンディ高校９学年）　…………………　44
中島三恵子さん（新興野）　…………………………………………………………　45

レジーナ・シャーボネアさん（Regina Scharboneau・ダンディ高校９学年）　………　46
立島里緒さん（吉田浜首町）　………………………………………………………　47

ローズ・スパークスさん（Rose Sparks・ダンディ中学校８学年）　… … … … … … …　48
平沢京子さん（燕）　…………………………………………………………………　49

オウガスト・オストさん（Mr. August Ost・ダンディ高校教師・引率者）　……………　50
伊藤進吾さん（吉田法花堂）　………………………………………………………　51

ダンディ村使節団体験活動協力者の感想

茶道体験　　石黒道子さん（穀町）　……………………………………………　52

料理体験　　鴨井智恵子さん（ふれあいパーク久賀美）　……………………………　52

書道体験　　澁谷隆阿さん（国上）　………………………………………………　52

通　　訳　　田中摩耶さん（ダイヤモンド電機㈱）　…………………………………　53

通　　訳　　笹川夏希さん（神戸市外国語大学３年）　……………………………　53

ダンディ村使節団員活動報告目次 平成24年度　姉妹都市ダンディ村使節団滞在日程

日にち 内　　　　　　　容

7月18日（水） （ダンディ村使節団出発）
デトロイト・メトロポリタン国際空港出発

7月19日（木） ◦夕刻：成田国際空港到着
◦夜：燕三条駅到着　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ホテル泊）

7月20日（金）

◦ホテル出発
◦市長表敬訪問
◦燕市国際交流協会表敬訪問（昼食）
◦銀行で両替
◦ALTジェイミー・ジョンストンさんによる日本語レッスン
◦新潟ダイヤモンド電子㈱工場見学
◦夜：ダイヤモンド電機㈱・新潟ダイヤモンド電子㈱主催のダンディ

村使節団歓迎会・ホストファミリー対面式（新潟ダイヤモンド電子
㈱クラブハウスにて）→終了後ホストファミリー宅へ

（ホームステイ）

7月21日（土） ホストファミリーと過ごす　　　　　　　　　　　　　（ホームステイ）

7月22日（日） ホストファミリーと過ごす　　　　　　　　　　　　　（ホームステイ）

7月23日（月） ◦島上小学校学校訪問（児童との交流・給食・ヲミワケ太鼓見学）
◦防災センター見学　　　　　　　　　　　　　　　　（ホームステイ）

7月24日（火） ◦料理体験（米粉ピザ、米粉シフォンケーキ）
◦茶道体験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ホームステイ）

7月25日（水） ◦書道体験（国上山本覚院）
◦燕中等教育学校訪問（グローカル部員と交流）　　　（ホームステイ）

7月26日（木） ◦リバーサイド千秋でショッピング
◦信濃川大河津資料館見学　　　　　　　　　　　　　（ホームステイ）

7月27日（金）

◦産業史料館見学
◦磨き屋一番館訪問（カップ磨き体験）
◦こどもの森（カロム体験など）、交通公園
◦夜：吉田まつり民謡流し参加　　　　　　　　　　　（ホームステイ）

7月28日（土） ホストファミリーと過ごす　　　　　　　　　　　　　（ホームステイ）

7月29日（日） ◦お別れ会
◦午後：ホストファミリーと過ごす　　　　　　　　　（ホームステイ）

7月30日（月）
◦午前：燕三条駅出発
◦午後：成田国際空港出発
※30日ダンディ村に到着（ダンディ村使節団帰国）
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１．燕市での滞在で良かったことは？
体験したこと全て！消防署や博物館訪問、ピザやケーキ作り、茶道体験など。毎日

忙しく、行く先々でたくさんのことを学びました。思いもよらないやり方で、カップ

を磨いたり、祭りで踊ったりして楽しかったです。祭りの踊りは本当に楽しかったで

す。ホストファミリーと一緒に過ごせて本当に良かった。日本の学校の様子を見るこ

とができてとても嬉しかった。たくさんの思い出や新しく学んだ習慣をダンディ村に

持ち帰り、皆と共有したいと思います。

２．改善して欲しい点はありますか？
改善すべきことはありません。強いて言えば、2日間別々に過ごす前に、歓迎会で

もう少し居心地が良くなると良かったと思います。2日間ホストファミリーだけと一

緒に過ごすのは良いことだと思いますが、歓迎会後はとても心細かったです。ただ、

私のファミリーの暖かい歓迎がすぐに感じられたので、強いて言えば、ということで

す。

３．この滞在で考え方が変わりましたか？
言葉で言う以上に、日本は永久に私の考え方を変えてくれました。かつてない程、

心が開かれ、適応できるようになりました。

４．この旅に関するコメントを記入して下さい。
ありがとう。ありがとう。ありがとう。ありがとう！

全ての瞬間が楽しかった。またすぐに

戻って来て新しい家族と友達に会いたい

です！

●活動内容
・飛燕夏まつり交通安全パレード見学

・自転車でスーパーへ買い物

・児童館事業　フラダンス教室

・海で水遊び

・新潟へショッピング

・動物園

・花火バスに乗って、花火見学

・平日夕方から夜　ウノ、トランプ、かるた、テレビゲーム、花火

●感想
英語を話せない子ども達ですが、一緒に生活することで違和感なく家族になっていました。

最初は乗り気でなかったり、緊張していた子どもも、ケイラさんのことが気に入って、保育園

のバスの見送りを催促したり、庁舎への迎えに一緒に行ったり充実した毎日でした。夜はウ

ノやトランプで一緒に遊びました。子ども達は夜の「お楽しみ」を毎日楽しみにしていました。

最初は食事や言葉など気を遣っていた部分がありましたが、気持ちを切り替えて、

食事については自分たちが食べたいもの、また普段の食事を心がけるようにし、言葉

については、日本にいるのだから、日本語で話していいのでは…と、考えるようにし

ました。彼女が平日の活動で感じたことを彼女から聞くたびに、家族全員で日本とア

メリカの違いを勉強させてもらいました。とても楽しい発見でした。

この事業にかかわることができたこと、大変光栄でした。

ケイラ・ギブソンさん（ダンディ高校９学年） ケイラ・ギブソンさんホストファミリー
小林麻砂子さん（二階堂）

ダンディ村使節団員感想 ホストファミリー活動報告Kayla Gibson
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１．燕市での滞在で良かったことは？
景色　家族　習字　学校　ホテル　料理　運動場　全部！！

２．改善して欲しい点はありますか？
歓迎会でアクティビティがあるといいです。

３．この滞在で考え方が変わりましたか？
はい。慣れるのが大変だろうと思っていたのですが、皆さんがとてもやさしかった

ので、ゆっくりと理解しました。

４．この旅に関するコメントを記入して下さい。
全日程がよく計画されていると思いました。とても楽しかったです。

●活動内容
土曜・日曜日は家族で買い物に出掛けたり、水族館や日本海の夕日を見に行きました。

　また、神社やお寺へ案内したり、大勢でバーベキューを楽しみながら花火見物をし

ました。

平日は、外食し柏崎の花火大会へ出掛けた日もありましたが、主に子ども達と

DVDを観たり、ゲームをしたり、折り紙を折ったりと家で過ごしました。

●感想
毎日、蒸し暑い天気と慣れない日本食でオリビアさんも戸惑った事も多々あっただ

ろうと思います。しかし、毎日過ごしているうち自然に笑顔がみられ、子ども達とも

打ち解けている様子にほっとしました。神社やお寺、また日本独自の風習など、英語

での説明はとても難しく、語学力の必要性を感じました。今回オリビアさんを迎えた

ことによって、以前子ども達がお世話になったホストファミリーの方々に対し改めて

感謝する事ができました。ありがとうございました。

ダンディ村使節団員感想 ホストファミリー活動報告

オリビア・ハミッテさん（ダンディ高校９学年） オリビア・ハミッテさんホストファミリー

Olivia Hammitte

中島三恵子さん（新興野）
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１．燕市での滞在で良かったことは？
学校　ホテル　消防署　料理　茶道　書道　買い物　磨き体験　景色　運動場で学

生たちと遊んだこと　家族

２．改善して欲しい点はありますか？
歓迎会で家族と会ったとき、一緒に家に行く前に家族と幾つかアクティビティをす

る。

３．この滞在で考え方が変わりましたか？
はい。全ての経験で物事の見方が変わりました。

４．この旅に関するコメントを記入して下さい。
全部がよく計画され、スムーズに進んで楽しかったです。皆さんが優しく親切で、

全部良かったです。

●活動内容
・燕祭

・吉田祭(よさこいに参加、お囃子の体験)

・花火

・浴衣を着た

・ショッピングモールで買い物

・せんべい王国

・お化け屋敷

・うどんを食べた

・クレープを食べた

●感想
２年前にDundeeへ自分が行き、恩返しがしたいという気持ちと英語力を高めたい

という気持ちでホームステイの受け入れをさせてもらいました。留学生はとても優し

く、日本のいろんなものに興味を持っていました。アメリカでクレープを食べたこと

はなく、お気に入りのスイーツになったようです。今回の活動で英語力を高めること

ができたし、日本にしかないものを発見できるきっかけとなりました。

ダンディ村使節団員感想 ホストファミリー活動報告

レジーナ・シャーボネアさん（ダンディ高校９学年） レジーナ・シャーボネアさんホストファミリー

Regina Scharboneau

立島里緒さん（吉田浜首町）
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１．燕市での滞在で良かったことは？
たくさんあります。特に、同年代の人たちとアクティビティを一緒にした学校訪問が、本当

に楽しかったです。書道や茶道も良かったし、料理も本当に楽しかった。消防署も有意義

でした。一緒に買い物も行けたし、ただ車に乗って景色を見るだけでも驚きが多く、家族と

一緒に過ごしたことは素晴らしい経験でした。ホストファミリーと色々なことをして最高の時を

過ごし、本当の日本の生活を見ることができ、本当の家族のようになりました。通訳のマヤ

さんとナツキさんもすばらしく、良い友達になれました。

２．改善して欲しい点はありますか？
ここに来られたのはとても幸運です！こんなことを言うのは失礼かと思いますが、

歓迎会で、ホストファミリーをもう少し分かるようになれると良かったと思います。

ただ彼らと一緒に送り出されるのは、少し大変で、ぎこちなかったからです。でもイ

ベントは全て楽しかったです。

３．この滞在で考え方が変わりましたか？
はい。特に言葉が通じなくて大変だろうと思っていたのですが、皆さんが優しく受け入れ

てくれたので、楽に落ち着いて過ごすことができました。食事は魚をたくさん食べるという想

像と少し違って、色々違ったものを食べることが分かりました。そして皆さんが、日本語を話

せない私たちに、迷惑やいやな顔をせずに、よく理解してくれました。

４．この旅に関するコメントを記入して下さい。
私の人生で最高の時の中の一つで、とても

楽しい時間を過ごしました。このような機会

に恵まれ、そして経験できて、私は世界一幸

せです。この体験で多くのことを学びました。

たくさんの友達ができ、ホストファミリーが

本当の家族のように大好きになりました。別

れがつらくなりますが、また戻ってきます。

●活動内容
7月21日　県立三条高校見学、燕まつり見学

7月22日　弥彦神社見学、分水まつり見学

7月28日　新潟ふるさと村、朱鷺メッセ、新潟市万代ショッピング

7月29日　カラオケ、燕市花火大会鑑賞　　　　　など

●感想
事前にメールで何度か連絡をとることができていたので、好きなものや興味があり

そうなことがわかっていたので良かったと思います。

だが、私達が学習してきた英語がこんなにも通じないとは思ってもみませんでした。

単語をつなげて何となく会話をすることはできたが、文章となると、文法がハチャメ

チャらしく全く通じないこともありました。

高校生の娘とはうまく会話することができていたし、中学生の娘達とは日本の英語の宿題

を教えてもらったり、ファッション雑誌をみたりと楽しく過ごしていたようでした。私達のよう

な大人が関わって良かれと思い、あれこれと日本の事を案内や紹介するより、同世代の同

性の子どもが関わることが彼女にとっても心地よく、リラックスして過ごせたのではないかと

思います。

ダンディ村使節団員感想 ホストファミリー活動報告

ローズ・スパークスさん（ダンディ中学校８学年） ローズ・スパークスさんホストファミリー

Rose Sparks

平沢京子さん（燕）
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１．燕市での滞在で良かったことは？
たくさんの素敵な人たちとの出合いが本当に嬉しかったです。計画されたイベント

は全て興味深く、全員が楽しみました。ずっと一緒にいてくれたスタッフがこの旅を

より思い出深いものにしてくれました。そして素晴らしいホストファミリーの皆さ

ん！

２．改善して欲しい点はありますか？
ホストファミリーと会った後すぐに家に行くことに、女の子たちは少し不安を感じ、

歓迎会で何か家族と知り合うようなゲームがあれば、楽しかっただろうと言っていま

した。

３．この滞在で考え方が変わりましたか？
全てのことを通して、文化や人々の行動に対する新しい見方ができるようになりま

した。日本とその国民はアメリカとは大変違い、全日程が学びの経験でした。産業史

料館が良かったです。そこで日本人の仕事の細かさを知りました。

４．この旅に関するコメントを記入して下さい。
最後の週に素晴らしい時間をすごしました。市役所で詳細に計画されたツアーは、

二度と経験できないことでしょう。日本で過ごせる短い時間の全てを使って動き回る

ことができました。スタッフに空

港に迎えに来てもらってから最後

の瞬間まで、皆さんにとても良く

していただきました。言葉では感

謝を伝えきれません。本当に色々

とありがとうございました！

●活動内容
7月21日　弥彦神社→弥彦山（ロープウエイ）→寺泊（魚のアメ横）→出雲崎（天

領の里）→燕まつり

7月22日　自宅にてバーベキュー

7月28日　吉田まつり（法花堂地区に参加）

7月29日　花火見学（燕まつり）

●感想
今回、引率の先生を受け入れました。大人の方だったので気遣いをよくしてくれま

した。英語もゆっくりと丁寧に話していただき英語への親しみが持てました。私達家

族は片言の単語しか話せませんでしたが、不自由なくコミュニケーションが取れたと

感じています。中学生の息子にとっては大きな財産となったことでしょう。この10

日間はとても楽しくあっという間に過ぎてしまいました。今後も機会があったら、ま

た受け入れてみたいです。また、自分達もホームステイに行ってみたいと思いました。

ダンディ村使節団員感想 ホストファミリー活動報告

オウガスト・オストさん（ダンディ高校教師・引率者） オウガスト・オストさんホストファミリー

Mr. August Ost

伊藤進吾さん（吉田法花堂）
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書道体験　澁谷隆阿さん（国上・本覚院）

ダンディ村使節団体験活動協力者の感想

ダンディ村より使節団を迎え、茶道の体験をしてもら

いました。お茶は飲めるかな、お菓子はどんなものがよ

いか、などと考えていましたが、心配は杞憂に終わり、

お茶もお菓子もとても喜んでいただけて完食でした。最

初はこちらで点てたお茶を飲んでもらい、その後各自で

お茶を点てて飲み、また希望者に柄杓を使ってお点前

をしてもらいました。抹茶と茶筅を買って帰ったと聞き、とても嬉しく思いました。

私は使節団の日本滞在の内、はじめと終わりの四

日間を一緒に過ごしました。

英語が通じる一人として共に行動し、会話をして

いくことで、少しずつ心を開いてくれていることが

感じられました。歓迎会の時点では見知らぬ日本人

の中でしたので、これからの数日間が不安でたまら

ないという様子でした。しかし、最終日は別れることが寂しくて、涙なみだのお別れと

なったほど、楽しい時間を過ごし、素敵な関係も築けたようです。燕市の皆様に温かく

おもてなし頂けたことがよく分かりました。本当にありがとうございました。

私は7月23日から29日までの約一週間、通訳ボラ

ンティアとしてダンディ村使節団と市の職員の方と

一緒に様々な体験をさせていただきました。通訳の

ボランティアは初めてで不安もありましたが、フレ

ンドリーな使節団の皆さんや職員の方々のおかげ

で、とても楽しく参加することが出来ました。

初めての日本で、積極的に、そして楽しそうに色々なことにチャレンジする使節団を

見るのはとても楽しく、特に茶道体験で一人一人が慣れない手つきながらも自分自身で

お茶をたてている姿はとても微笑ましかったです。あっという間の一週間でしたが、最

終日のお別れ会で涙しながら別れを惜しんでくれた皆を見て、本当に参加させていただ

いてよかったと思いました。

７月24日、ダンディ村使節団の子ども達と米粉クッキ

ング教室を行いました。最初に米粉シフォンケーキを作

り、オーブンで焼いている時間、フライパンで米粉ピザ

作りに挑戦してもらいました。最初は言葉が少なかった

子ども達ですが、ピザを作る頃には和やかな雰囲気に

なり、とても楽しく作りました。

身振り手振りで作ったシフォンケーキとピザ！どちらもうまくでき、よかったです。

笑顔が素敵な子ども達と先生で、楽しい時間を過ごすことができました。

大変な猛暑の中、ダンディ村の子どもが４人、我

が山寺にやってきました。古びた建物を眺めて珍し

そうにしていました。日本の文化に触れてもらおう

ということで、お習字を指導しました。題材には「平

和」の二文字を選びました。ピースは世界の合言葉。

筆など持ったことがないはずですが、それなりに上

手く書きました。筆順はかなりいい加減ですが、それもご愛嬌。異文化に触れ、楽しそ

うに２時間余りを過ごして帰りました。良い思い出になってくれれば幸いです。

茶道体験　石黒道子さん（穀町） 通訳　田中摩耶さん（ダイヤモンド電機株式会社）

通訳　笹川夏希さん（神戸市外国語大学３年）

料理体験　鴨井智恵子さん（ふれあいパーク久賀美）
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▲【７月 20 日】市長表敬訪問

ダンディー村使節団の皆さん（燕市滞在中の様子を紹介します）

Brisbane

Dundee

●

平成 24 年度燕市国際交流事業

　姉妹都市アメリカ合衆国・ミシガン州ダンディ村の中学生や高校生の 4 人と
引率教師 1 人が 7 月 19 日から 30 日まで燕市に滞在しました。また、8 月 1 日
から 12 日まで中学生 16 人をオーストラリア・ブリスベンへ派遣しました。
　それぞれホームステイをしながら現地の生活に触れ、たくさんの貴重な体験
をしました。ダンディ村の皆さんの滞在中の様子とオーストラリアで貴重な体
験をしてきた中学生たちの声を紹介します。

2012.10.01 10

▲【７月 20 日】国際交流協会訪問

▲【７月 23 日】島上小学校訪問

▲【７月 23 日】防災センター訪問

▲【７月 24 日】ふれあいパーク久賀美
　クッキングレッスン

▲【７月 24 日】茶道体験

▲【７月 25 日】書道体験

▲【７月 25 日】燕中等教育学校訪問

▲【７月 27 日】産業史料館見学

▲【７月 27 日】磨き屋一番館 磨き体験

▲【７月 27 日】こどもの森 カロム体験

▲【７月 27 日】吉田まつり民謡流し

忘れられない！　驚き！ 発見！ そして涙！

みんなの感動体験記

●

Tsubame

Tsubame
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●
石
口
　
唯
（
分
水
中
２
年
）

　わ
た
し
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
人
々
の
温
か
さ
が
心
に
残

り
ま
し
た
。
こ
の
大
切
な
思
い

出
を
作
ら
せ
て
く
れ
た
み
な
さ

ん
に
感
謝
！

●
内
山
　
香
（
燕
中
等
３
年
）

　至
る
所
で
日
本
と
の
違
い
が

見
ら
れ
と
て
も
興
味
深
か
っ
た

で
す
。
特
に
、
朝
夕
の
お
や
つ

を
欠
か
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
驚

き
ま
し
た
。

●
梅
田
　
愛
永（
燕
北
中
２
年
）

　わ
た
し
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
一
番
心
に
残
っ
た
こ
と
は
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
家
族
の

よ
う
に
な
れ
た
こ
と
で
す
。

●
大
竹
　
真
湖（
吉
田
中
３
年
）

　ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
バ

デ
ィ
の
人
た
ち
は
、
と
て
も
優

し
か
っ
た
で
す
。
学
校
に
は
明

る
い
人
ば
か
り
で
す
ご
く
楽
し

か
っ
た
で
す
。

●
大
原
　
え
み（
吉
田
中
３
年
）

　ブ
リ
ス
ベ
ン
で
の
学
校
生
活

で
そ
の
現
地
の
授
業
を
受
け
、

肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
楽
し
か
っ
た
し
勉
強
に
も

な
り
ま
し
た
。

●
笠
原
夕
宇
璃
（
燕
中
２
年
）

　現
地
の
生
徒
た
ち
が
熱
心
に

日
本
語
を
勉
強
す
る
姿
が
印
象

的
で
、
日
本
語
を
勉
強
し
て
い

る
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
。

●
川
上
　
奈
桜（
吉
田
中
３
年
）

　オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
驚
く

こ
と
が
多
く
、
と
て
も
良
い
経

験
に
な
り
、
有
意
義
な
夏
休
み

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

●
後
藤
菜
々
星
（
燕
中
２
年
）

　現
地
学
校
の
授
業
を
体
験
し

ま
し
た
。
日
本
語
の
授
業
で
わ

た
し
が
折
紙
で
鶴
を
折
っ
て
あ

げ
た
ら
バ
デ
ィ
が
喜
ん
で
く
れ

ま
し
た
。

●
佐
藤
日
菜
子
（
燕
中
２
年
）

　オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
文
化
や

自
然
を
た
く
さ
ん
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を

将
来
に
い
か
し
た
い
で
す
。

●
白
椿
　
悠
稀（
燕
北
中
３
年
）

　カ
ン
ガ
ル
ー
や
野
生
の
コ
ア

ラ
を
見
た
こ
と
、
領
事
館
に
見

学
に
行
っ
た
こ
と
が
印
象
に

残
っ
た
。
た
く
さ
ん
の
友
達
が

で
き
た
。

●
玉
川
　
開
華
（
新
潟
清
心
女

子
中
２
年
）

　わ
た
し
の
英
語
が
全
然
通
用

し
な
い
こ
と
が
身
に
染
み
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
英
語
を

覚
え
て
、
国
際
化
に
貢
献
し
た

い
で
す
。

●
外
山
　
歩
実（
燕
中
等
３
年
）

　ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご

し
た
時
間
が
と
て
も
大
切
な

も
の
に
な
り
ま
し
た
。
Ｉ
♥

A
ustralia.

●
平
沢
　
葵
衣（
分
水
中
３
年
）

　日
常
生
活
で
も
学
校
で
も
日

本
と
の
違
い
に
驚
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
毎
日
の
よ
う
に
新
た

な
発
見
が
あ
り
本
当
に
楽
し

か
っ
た
で
す
。

●
前
山
　
未
来（
分
水
中
３
年
）

　オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
高
校
生

は
と
て
も
大
人
っ
ぽ
か
っ
た
。

高
校
で
は
日
本
語
を
勉
強
し
て

い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
て
嬉
し

か
っ
た
。

●
栁
下
　
瑞
帆（
分
水
中
３
年
）

　オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
た
ち

は
、
み
ん
な
優
し
く
、
た
く
さ

ん
の
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

も
っ
と
勉
強
し
て
、
ま
た
い
つ

か
海
外
に
行
き
ま
す
。

●
若
杉
　
真
由（
吉
田
中
３
年
）

　オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
校
で

の
授
業
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。
ダ
ン
ス
の
授
業
が
テ
ン

シ
ョ
ン
高
く
て
最
高
に
楽
し

か
っ
た
‼

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ブ
リ
ス
ベ
ン

【８月３日】クリーブランド・ディス
トリクト・ステイト・ハイスクールに
て。スクールバディとご対面。

【８月７日】ダンスの授業に参加。流
行りの曲に先生が振り付け、現地の学
生と楽しく踊りました。

【８月８日】現地校での英語レッス
ン。ゲーム形式で楽しみながら本場の
発音を学ぶことができました。

【８月 10 日】楽しかった学校も最終
日。お別れパーティーを開き、記念撮
影をしながら別れを惜しみました。

【８月６日】音楽の授業。ギターとピ
アノに分かれて、オーストラリアの歌
をみんなで歌いながら演奏しました。

【８月９日】日本語の授業に参加。正
しい日本語を教えながら、現地の学生
からは英語を教わりました。
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随行職員のコメント

言葉も文化も違う外国でのホームステイに挑戦した派遣生た
ち。その勇気とチャレンジ精神に敬意を表したいと思います。

現地で懸命に、そして楽しそうに授業に取り組む姿はとても
頼もしく感じられました。現地で生きた英語に触れることで、

英語の授業に対する姿勢も変わり、理解力も増したのではないでしょうか。
また、今回の経験で派遣生の皆さんが得たものは、英語に関することだけではありま

せん。現地で出会ったホストファミリーや学校の先生、生徒たち…彼らがくれた優しさ
や温かさは派遣生の心に響いたはずです。言葉や文化の違いを超えた大事なことを感じ
取ったことと思います。これらの経験は、これからの学校生活で、そして社会に出てか
らもきっと役立つことと思います。そして、何か問題にぶつかったときには今回のこと
を思い出し、乗り越える力にしてほしいと思います。

派遣生の皆さん、無事にこの事業をやり遂げたことに誇りと自信を持って学校生活に
励んでください。そして、現地で私たちが受けたと同じように、日常生活の中で皆さん
が多くの優しさや温かさをふりまいてくれることを期待しています。

はじめに中学生の海外派遣研修の引率という形で初めて海外
に行く機会をいただき、貴重な経験をさせていただいたことに
本当に感謝いたします。

今回参加した派遣生は言葉や文化、習慣の違いなど多くの壁に
対して、楽しみながら努力して乗り越え、無事に１２日間の研修を終えることができました。写
真を撮ってはしゃいだり、一生懸命よさこいを踊っている姿、言いたい英語が出てこなくて悩ん
でいる姿、楽しくギターを弾いている姿、リーダーとしてみんなを引っ張っている姿、オーストラ
リアの子と楽しく過ごしている姿…。短い期間で子どもたちが大きく成長していく様子はきらきら
と輝いていました。子どもたちにはぜひこの夏の「経験」を「自信」にかえて、自分の目標や
将来の夢の実現に向かって突き進んでいってくれることを期待しています。

また、この経験を通して新たにできた仲間やホームステイ先の家族、オーストラリア
の友達との出会いを大事にし、今後いろいろな国の人々と関わり、さらにそのつながり
を広げていってほしいと思います。私自身もこの子どもたちとの出会いを大切にして、
これからの成長を見守っていきたいですし、子どもたちから教わった「前向きに取り組
み挑戦していくことの大切さ」を今後の仕事に生かしていきます。

最後になりましたが、この研修に携わった多くの方々や現地で受け入れてくれたオーストラリ
アの方々、子どもたちを送り出してくださった保護者の方々、そして何より派遣生の子どもたちに
本当に感謝いたします。「本当にありがとうございました」燕のコアラより。

酒 井 　 緑

佐 野 大 輔

地域振興課

学校教育課

- 1 - 

★燕市の姉妹都市の位置 

・アメリカ合衆国ウィスコンシン州シェボイガン市 

 ・アメリカ合衆国ミシガン州ダンディ村 
 

シェボイガン市の位置         ダンディ村の位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★オーストラリア・ブリスベンの位置 
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